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連合福島は、6 月 5 日（木）17 時 30 分より福島駅東口エスタビル前にて

「連合アクション県中央街頭行動」を実施した。 

 連合福島を代表して澤田精一会長は、「今年の 2025 春季生活闘争は、連合

福島が集計した結果によると、現段階において福島においても 2 年連続で高

い水準での賃上げが実現している。 

福島でも、中小企業の労働組合の奮闘により、高い水準での賃金改善が進み、

賃上げが当たり前の社会、新たなステージの定着に向けて前進していると言

える状況である。しかし、春闘の結果は、高い水準であるものの、今年に入

って 1 月から 4 ヶ月連続で実質賃金がマイ

ナス、2022 年～2024 年まで 3 年連続で実

質賃金マイナスと、物価の上昇に賃金の伸

びが追い付いていない状況が続いている。

私たち連合福島は、2025 春闘での賃上げの

流れを、県内で働く全ての労働者へ波及さ

せるとともに、これから議論が本格化する

現在 955 円の福島県最低賃金引上げにつなげていく。最低賃金、誰もが 1000

円、早期に 1500 円を目指して取り組む。 

連合は、2004 年より 6 月を「男女平等月間」に設定し、職場・家庭・地域に

おける男女平等参画の取り組みを行ってきた。男女雇用機会均等法、改正育児・

介護休業法、女性活躍推進法、ハラスメント対策関連法、ＩＬＯハラスメント条

約（第 190 号条約）発効など、法律等の整備が進み、男女がともに働きやすい環

境づくりが進んでいる。しかし、一部には理解が進んでいない、更には労働、賃

金においても男女の較差があるのが実態である。 

そして、世界に目を向けると、世界経済フォーラムが毎年発表する「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告

書」の総合指数ランキングは、日本は 146 ヵ国中 118 位 で、先進国では最下位である。 

2024 年の日本の出生数は初めて 70 万人を割り込んで、福島県も 9 年連続で過去最低を更新し、8216 人と初め

て 8 千人台となった。福島県によると女性の県外流出が一因とし、福島県の女性の転出超過は都道府県別で最も

多い状況である。物価高による経済不安、将来への不安が増していることが影響していると言われ、女性が活躍

できる環境、魅力ある職場づくり、働き方の改善を早急に行わなけ

ればならない。 

連合福島は、国、県に対し、男女平等参画推進、女性が活躍できる環

境づくりのため、全力で取り組む決意であり、福島県民の皆様のご

理解、ご支援をお願いしたい」と訴えた。 

 続いて、連合福島青年女性委員会・伊藤昭子代表幹事より 6 月 10

日（火）～12 日（木）開設の労働相談ダイヤル及び組合づくり応援

ダイヤル等、連合福島の取り組みについてアピール演説をし、街頭

行動を打ち上げた。街頭では、チラシ付ティッシュの配布に加え、福

島県最低賃金改正を求める署名活動も実施し、意義のある取り組み

となった。 
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